
群馬工業高等専門学校 開講年度 令和03年度 (2021年度) 授業科目 物理化学特論Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 114 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材
参考書：現代物理化学：寺嶋正秀･馬場正昭･松本吉泰：化学同人 参考書：物理化学（下）：マッカーリ・サイモン：東
京化学同人 参考書：はじめての化学反応論：土屋荘次：岩波書店 参考書：エンジニアのための物理化学：Yates･
Johnson：東京化学同人

担当教員 辻 和秀
到達目標
反応速度および化学反応論の初歩に関して理解できる。
反応機構から、反応速度式が書ける
化学反応の本質を、化学反応速度論と反応ダイナミクスの点から概観し、理解できる。
化学反応を量子化学的な視点と統計力学的な視点でとらえられる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 反応速度および化学反応論の初歩
に関して充分理解できる。

反応速度および化学反応論の初歩
に関して理解できる。

反応速度および化学反応論の初歩
に関して理解できない。

評価項目2 複雑な反応機構から、性格に反応
速度式が書ける

反応機構から、反応速度式が書け
る

反応機構から、反応速度式が書け
ない

評価項目3
化学反応の本質を、化学反応速度
論と反応ダイナミクスの点から正
確に概観し、充分理解できる。

化学反応の本質を、化学反応速度
論と反応ダイナミクスの点から概
観し、理解できる。

化学反応の本質を、化学反応速度
論と反応ダイナミクスの点から概
観できず、また理解できない。

評価項目4
化学反応を量子化学的な視点と統
計力学的な視点で正確にとらえら
れる。

化学反応を量子化学的な視点と統
計力学的な視点でとらえられる。

化学反応を量子化学的な視点と統
計力学的な視点でとらえられない
。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
化学反応で反応物や生成物の濃度がどのように変化するのか、という観点で化学反応をとらえる反応速度論と
化学反応において、分子がどのように衝突し反応物へと変化するのか、という観点で化学反応をとらえる反応動力学
の基礎を学ぶ。

授業の進め方・方法 講義中心の授業であるが、演習を交えながら進める。

注意点
本科目は、授業時間30時間に加えて、自学自習時間60時間が授業の前後に必要となります。具体的な学修内容は以下の
通り。授業内容の背景にある、量子化学や数学、物理の内容を準備学習として復習すること。また、宿題に取り組み、
授業の内容を復習すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 量子化学の復習1 量子力学の特徴を理解する
2週 量子化学の復習2 分子の回転・振動エネルギーについて理解する
3週 統計力学入門1 統計力学の基礎を理解し、ボルツマン分布を理解する
4週 統計力学入門2 分配関数を理解し、等分配則を理解する
5週 統計力学入門3 統計力学的エントロピーを理解する
6週 統計力学入門4 化学平衡の分子論的な意味を理解する
7週 反応速度論1 反応速度式および逐次反応について理解する

8週 反応速度論2 定常状態近似を理解し、リンデマン機構について理解
する

4thQ

9週 反応速度論3 連鎖反応の速度論、および爆発反応の速度論を理解す
る

10週 反応速度論4 燃焼反応や光化学反応の速度論を理解する

11週 反応ダイナミクス1 気体分子運動論と反応速度、溶液中の拡散律速反応に
ついて理解する

12週 反応ダイナミクス2 遷移状態理論について理解する
13週 反応ダイナミクス3 ポテンシャルエネルギー曲面について理解する
14週 反応ダイナミクス4 反応ダイナミクスについて理解する
15週 電子移動反応 電子移動反応の理論を理解する
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


